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平成２８年１月

堺     市

低入札価格調査における「入札金額に係る基準」の調査時期の見直しについて（お知らせ）

低入札価格調査における一次調査の判定基準のうち、「入札金額に係る基準」の調査時期に

ついて、調査期間の短縮及びより一層の入札事務の効率化を図る観点から、下記のとおり見直

します。

記

１ 見直し内容

低入札価格調査における一次調査については、現在開札後に調査を行っておりますが、平

成２８年１月１日以降公告案件から、一次調査の判定基準のうち、「入札金額に係る基準」

については、開札時に調査を行うように見直します。

  なお、一次調査の判定基準のうち、「入札金額に係る基準」以外の「直接工事費に係る基

準」並びに「共通仮設費、現場管理費及び一般管理費に係る基準」については、従前どおり、

開札後に調査を行います。

【参考：低入札価格調査における一次調査での判定】

市設計金額（直接工事費、共通仮設費、現場管理費及び一般管理費）に一定の割合をか

けた数値的失格基準により判定する。

  ○数値的失格基準：次の①から③までの基準を全て満たすこと。

①「入札金額に係る基準」：入札金額が失格基準価格以上

失格基準価格＝市設計金額の「直接工事費８５％＋共通仮設費７５％

               ＋現場管理費７０％＋一般管理費５５％」

合計金額（1,000 円未満切捨て）

②「直接工事費に係る基準」：市設計金額の直接工事費８５％以上

③「共通仮設費、現場管理費及び一般管理費に係る基準」：

        共通仮設費３０％  

市設計金額の 現場管理費２０％  合計金額(1,000 円未満切捨て）以上

        一般管理費１０％  

２ 一次調査失格時における通知等について

  従前までは、一次調査で失格となった場合、本市から電話連絡及び文書による通知を行っ

ていましたが、今回の見直しに伴い、「入札金額に係る基準」による失格の場合は、電話連

絡及び文書による通知は行いません。また、開札後に行う「入札金額に係る基準」以外の一

次調査による失格の場合は、電話連絡は行いますが、文書による通知は行いません。

なお、各案件の進捗状況は、入札情報公開システムで確認することができます。（「４ 具

体例」参照）



３ 適用開始時期

  平成２８年１月１日以降に公告する案件から適用します。

４ 具体例

「入札金額に係る基準」による失格の場合における堺市入札情報公開システムの具体例を

記載します。

なお、堺市入札情報公開システムの検索、閲覧方法については、後述「＜参考２＞ 堺市

入札情報公開システムの検索方法（入札結果）」をご参照ください。

予定価格（税抜）  100,000,000 円

調査基準価格（税抜） 80,000,000 円

失格基準価格（税抜） 70,000,000 円（※注）

入札参加者 7 者

堺市入札情報公開システム 開札結果画面

NO 商号又は名称 入札金額（税抜） 摘要 状況

1 Ｄ社 73,000,000 円

2 Ｅ社 75,000,000 円

3 Ｆ社 78,000,000 円

4 Ｇ社 85,000,000 円

5 Ａ社 63,000,000 円 失格

6 Ｂ社 65,000,000 円 失格

7 Ｃ社 68,000,000 円 失格

① 入札情報公開システムにおいて、「入札金額に係る基準」による失格の場合は、摘要欄に

「失格」と表示されます。

② 開札後は、Ｄ社から「入札金額に係る基準」以外の一次調査を行い、一次調査を全て満た

す者を落札候補者とし、事後審査を行います。なお、Ｄ社以降についても、一次調査で失格

となった場合は、従前どおり落札候補者決定時に、摘要欄に「失格」と表示されます。

（※注）失格基準価格は、開札時には公表しておりません。当該案件の落札決定日に、契約課

窓口及び市政情報センターに公表する工事費内訳書に掲載します。

            

①

②



＜参考１＞ 「入札金額に係る基準」の調査時期の見直し（概要）

                

平成 27年 12月 31日以前

公告案件

平成 28年 1月 1日以降

公告案件

開札 開札

一次調査（①、②、③）

一次調査（①）

事後審査

詳細調査

落札決定

一次調査（②、③）

事後審査

詳細調査

落札決定

○低入札価格調査案件における落札決定までの流れ

（最低応札金額が調査基準価格未満の場合）

見直し後は、開札時に①の調査を行います。その後、調査対象

者に対して、②、③の調査を行います。

低入札価格調査における一次調査での判定

（数値的失格基準：次の①から③までの基準を全て満たすこと。）

① 「入札金額に係る基準」：入札金額が失格基準価格以上であること。

なお、失格基準価格は次に掲げる金額の合計金額(1,000 円未満切捨て）とする。

ａ 直接工事費 市設計金額の８５パーセント

ｂ 共通仮設費 市設計金額の７５パーセント

ｃ 現場管理費 市設計金額の７０パーセント

ｄ 一般管理費 市設計金額の５５パーセント

② 「直接工事費に係る基準」：直接工事費が市設計金額の８５％以上であること。

③ 「共通仮設費、現場管理費及び一般管理費に係る基準」：共通仮設費、現場管

理費、一般管理費の合計金額について、積算金額が次に掲げる金額の合計金額

(1,000 円未満切捨て）以上であること。

ａ 共通仮設費 市設計金額の３０パーセント

ｂ 現場管理費 市設計金額の２０パーセント

ｃ 一般管理費 市設計金額の１０パーセント



＜参考２＞ 堺市入札情報公開システムの検索方法（入札結果）

１ 堺市電子調達・電子登録ポータルサイトより堺市入札情報公開システムへアクセスしま

す。

①「入札情報公開システム（建設工事・コンサル）入口はこちら」をクリックします。

２ システムのトップページが表示されるので、入札結果検索画面を表示させます。

①「入札結果」をクリックします。

①

①



３ 入札結果検索画面が表示されるので入札結果の検索を行います。

① 検索条件を入力します。※ 検索条件を絞り込み過ぎると、対象の案件が表示されな

いことがありますのでご注意ください。

②「検索」をクリックします。

【参考】

「詳細切替」をクリックすると、工事名称等による検索が可能となります。

４ 検索結果が表示されるので、詳細を確認したい調達案件を表示します。

①「表示」をクリックします。

① 部局を限定する場合は、

市長部局案件は財政局

上下水道局案件は上下水道局

を選択してください。

②

①



５ 案件の入札結果詳細情報が表示されます。

① 案件の入札結果を確認します。

【入札情報公開システムでの表示方法（例示）】

商号

又は名称

入札金額／

技術評価点
摘要 状況

落札者

表示する 表示する

落札

無効となった者 無効

低入札価格調査の結果、落札者としない者 失格

予定価格を超える入札を行った者 超過

資格通知後、資格を取り消された者

表示する ―

取消

入札を辞退した者 辞退

入札書を提出しなかった者 未提出

入札結果欄で現在の案件状態を

確認することができます。

例）落札決定、保留

①


